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田畑輪換畑地高度利用の一環 として,小麦後作大豆の作

付けがある。しかし,前作小麦の収穫期の関係で播種期が

7月 中旬にずれこむため,品種,栽植様式,密度,機械化

栽培法など標準技術では対応できないと考えられ,昭和55

年から本試験を実施 し一応の見通 しを得たので報告する。

試 験 方 法

(1)小麦後作大豆の適品種選定

①供試品種 :ラ イデン,ラ イコウ,シ ロセンナリ,ス ズ

ユタカ,ヮセシロゲ,ワセスズナリ,ス ズヒメ,ヒ メユタ

カ,刈系165号。②播種,栽植様式,密度 :昭和56年 7月

21日 ,畦幅46",57年 7月 14日 ,畦幅 30昴 ,密度 35本/

″,58年 7月 13日 ,畦幅30",41本 /′ , 2粒点播 ,手播

き。③基肥 :N4,P20520,K2010″ /10ク 。①除草剤

:ト レファノサイド粒剤 5″ /10σ ,ク サガード水溶剤 150夕 /10′ 。

2)小麦後作大豆の栽植様式,裁値密度

①供試品種 :ラ イデン,他は試験(1)に 同じ。

表1 試験区の構成

0)小麦後作大豆の機械化栽培

①基肥 :57年 N6,P20520,K2010″ /10α (Nは麦

わらプラウ鋤込前 3″ ,砕土後 3″ ),58年 N3,P205
20,K2010″ /10α , ②前作小麦品種 :キ タカミコムギ

,

③除草剤 :試験(1た 同じ。

表 2 試験区の構成

試 験 結 果

(1)小麦後作大豆の適品種選定

①年次別,生育収量を表 3に示 したが ,5‐ 年度は,30"
の狭畦幅,密度 35本 /プ で収量向上がみられ,ス ズユタカ

が260″/10α の収量となり, 次いでライコウ, ワセスズ

ナリ,ラ イディの順となり200～ 170″ /10′ の収量で品質

は優れている。58年度は更に41本/″ の密植で,各品種と

もに主茎長70"以上を確保でき,ラ イデン297″ /10′ と

普通播並の高収量を得た。ライコウは生育IFFFFで熟期やや

遅いものの分枝数,着葵数が多いため330″ /10α の最多収

となった。スズユタカは分枝数 ,着薬数やや少ないが百粒

重重く278″ /10α とライデン並の収量であり,熟期の早い

ワセシロゲは節数及び着葵数少なく,倒伏し百粒重の低下

がみられ,粒揃い光沢が劣 った。

②播種から成熟期までの積算気温と収量の関係は,56年

度のように秋冷の早い年はライコウ, ライデンは 1,600℃

で成熟に達し,障害粒 1%前後であるが,ス ズユタカ,シ
ロセンナリは1,700℃程度では熟期に達しなく, しわ粒 ,

長楕円体粒が多発 し8～ 22%の障害粒がみられ品質劣り,

年により未成熟で終る危険性がある。57年～58年のように

2,100～ 2,200Cを確保できる場合には250～ 300″ /10α

の多収傾向がみられた。

③立枯性病害の発生状況は,ス ズユタカが最も強く,次
いでンロセンナリであり,ラ イコウ,ラ イデンは少程度の

発病がみられ, ヒメユタカは供試品種中最も弱い。

(" 小麦後作大豆の栽植様式,栽植密度

①収量と栽植様式,密度を図 1に示した。標準畦幅60"

は密植効果がみられず 1801夕 /10´ 程度であり,狭畦幅30",

密度40型ノで 230″ /10α の収量に達し,密度の上限は40

本/ノ 以_し にあると思われ,58年度は狭畦幅33",密度45

本/″ で検討した結果,分枝数の減少に伴い収量も240り /

10α 程度にとどまり,百粒重もやや低下した。密度40本/

″では270″ /10σ の高収を得た。

②収量と葵数をみたのが図 2である。狭畦幅33",密度

40本 /ノ で稔実葵数が800～ 900と ピークになり密植効果が

みられ増収し,上限の密度 45本 /プ では漸減傾向がみられ

た。以上の結果から狭畦幅,1粒点播,密度40本″ が適密

度と考えられる。

い)小麦後作大豆の機械化栽培
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表 3 年次別, 生育収量

鞣
項 目 開花期

(月 日)

成熟期 諄鏑０
主茎 長 主 茎

節 数
(節 )

分枝数

(本 )

総節 数 総葵数

(葵〃 )

収 量

踊ヽ 4)

百粒重

(′ )

粒径56
赫以上
(%)

障害粒

(%)
品 質

(月 日) (磁 ) (節/ノ )

56年

ラ イ デ ン

ラ イ コ ウ
ス ズユ タ カ

ンロセンナ リ

8 29

29

30

9   1

10 29

27

11  2

8

1,578

1.578

1,666

1 756

486
558
45 8

449

117
118
122
137

20
37
23
13

628
923
57 6

61 8

121
119
116
134

87 0

92 0

79 1

70 7

15
06
76
219

中ノ中

中ノ中

中ノ下
中ノド

57年

ラ イ デ ン

ラ イ コ ウ
ス ズ ユ タカ

ワセスズナリ

10 23

25

11 2
10 20

2,003

2,022

2,077

1 966

43 8

419
46 5

350

103
112
124

112

38
44
41
28

1741

200 3

258 8

1975

19'
188
198
188

'9 7,92
99 5

995

02
02
04
12

中ノL
中ノ上

中ノ上

中ノ上

58年

ラ イ デ  ン

ラ イ コ ウ

ス ズ ユ タ カ

ワ セ シ ロ ゲ

8

21

21

11 7

9

1019

0 28 2,082

2,152

2,167

1 995

71 4

77 1

76 2

78 2

13 6

137
134
136

30
36
27
26

894

1,006

849

816

296 7

302 5

278 2

2439

233
222
23 6

216

999

'9 999 7

99 9

01
02
02
02

中ノ上

中ノ上

中ノ下

粒
粒

れ̈̈̈
　̈̈

―-57年

一‐58年

密 度 (本′ア )

図 1 収量と栽植様式,密度

表4 機械化栽培における生育収量

①機械化栽培における生育収量を表 4に示 した。57年度

はダブル播畦幅 30", 1粒点播が 245″ /10α と 2粒点播

に比し,%の増収になった。これはプ当たり収穫個体数が

多いうえに生育干渉が少ないため,個体当たりの着奏数が

多くなったためと考えられる。百粒重は 16夕 台l●Jヽ粒化する

るが′職 規格粒径 55赫以上 99%(表 3)と 流通上の支障

はないものとみられる。58年度は畦幅 33昴 のダカ l播 きに

おける 1粒点播, 2粒点播の比較及びライデン,ラ イコウ
,

スズユタカによる適応性を検討した結果,各品種ともに 1

粒点播が生育旺盛で分技数,節数,着美数も多いため,収
量は 2粒点播に比 し,9～ 13%の増収で3000/10″以上の

収量水準に達した。

②小麦後作大豆の 10α 当たり作業労働時間は,中耕,培

土,鳥害防除等不要のため 71時間程度で普通播種標準栽

培法の46%で済んだ。

摘      要

小麦後作大豆の機械化栽培法の適品種は,年次変動の少

なく収量が安定しているライコウ,ラ イデンとし,播種は

ビーンプランターを畦幅60～ 70翻 にセットし, ダブル播

きにより30～ 35師 畦幅で 1粒点播,密度40本 /プ を確保

する。機械除草は不可能なので中耕,培土行わず,土壌処

理剤と茎葉処理剤除草のみとする。播種期は早いほど多収

になるので7月 15日 頃までに播種したい。麦わらを鋤込む

場合は15"以上の深耕により,土壌中の麦わら比を低 下さ

せ ,弾丸暗渠により排水強化を図る。
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図2 収量と葵数
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